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Customs and Trade Automated Interface Requirements  

	試験所/検量所問合わせ


	本章はそれによって試験所/検量所ﾌｧｲﾙを検索できるようになる
ﾚｺｰﾄﾞを提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)








QLG‑3

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号と分析要件若しくは民間試験所と認定公共検量所の所在地に関するﾃﾞｰﾀを要請する
必須の民間試験所/検量所入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子02 (出力)








QLG‑5

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号、ｸﾞﾙｰﾌﾟの説明、及びｸﾞﾙｰﾌﾟ番号が廃止された日付に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子03 (出力)








QLG‑6

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号、製品/分析ｺｰﾄﾞ、製品/分析説明、及び製品/分析ｺｰﾄﾞが廃止された日付に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子04 (出力)








QLG‑7

その製品/分析説明の続きを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子05 (出力)








QLG‑8

会社名、市、及び州に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子06 (出力)








QLG‑9

その住所と郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子07 (出力)








QLG‑10

その会社が行う分析の種類に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子08 (出力)








QLG‑12

ﾚｺｰﾄﾞの識別子01に誤りがある場合のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する任意の民間試験所/

検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ
試験所/検量所問合わせ
民間の試験所及び認定公共検量所ファイルは、類似の習性を有する商品を（２桁の数字で）グループ化し、その上グループ内の製品を計量/分析要求の種類別に分類している。例えば、石油及び石油製品はｸﾞﾙｰﾌﾟ（番号）02に入る。そのｸﾞﾙｰﾌﾟ内で、（前記製品の分析要求ｺｰﾄﾞは04及び09であって）製品分析（要求）ｺｰﾄﾞ 04は蒸留試験を及び09は沈降試験を要求する。ｸﾞﾙｰﾌﾟｺｰﾄﾞ［番号］及び製品分析（要求）ｺｰﾄﾞに対する変更は連邦官報で公表される。分析を必要とする製品はCBP規則の151項で扱われている。
（訳者注：product/analysis code［製品/分析ｺｰﾄﾞ］とは当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ（２桁の英数字）を言う）
そしてまたそのﾌｧｲﾙに含まれるのは、民間試験所と認定公共検量所の名称及び所在地である。試験所及び検量所の所在地は地域、地域/地区、又は地域/地区/通関地のいずれかの項目により調べられる。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子01は必須の入力用の試験所/検量所ﾚｺｰﾄﾞである。問合わせは製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ又は民間試験所と認定公共検量所について行える。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はGNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子02から04までは、ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号と製品分析要件に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子05から07までは、民間試験所と認定公共検量所に関する住所ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子08はｴﾗｰがあった場合のﾒｯｾｰｼﾞを提供する任意の試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はGSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)
これは、製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号と製品分析要件若しくは民間試験所と認定公共検量所の所在地に関するﾃﾞｰﾀを要請する必須の民間試験所/検量所入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に01に等しくなければならない。
	

	要請種別
	1N
	3
	M
	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号と製品/分析ｺｰﾄﾞに関するﾃﾞｰﾀを要請するには0、又は民間試験所と認定公共検量所の所在地に関するﾃﾞｰﾀを要請するには2、に等しくなければならない。その問合わせ要請（種別0又は2）に対する全てのﾚｺｰﾄﾞを受取るには、その他全てのﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	地域
	1N
	4
	O
	合衆国・税関国境警備局(CBP)の管轄地域を識別するコード。このﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞは民間試験所と認定公共検量所の所在地に係わるものに限る。その要請が地域内の全ての民間試験所と認定公共検量所を求める場合には、その地区及び通関地のﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。有効な地域/地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	地区
	2N
	5‑6
	O
	CBPの地区を識別するコード。このﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞは民間試験所と認定公共検量所の所在地に係わるものに限る。その要請が地区内の全ての民間試験所と認定公共検量所を求める場合には、その通関地のﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。有効な地域/地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関地
	2N
	7‑8
	O
	CBPの通関地を識別するコード。このﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞは民間試験所と認定公共検量所の所在地に係わるものに限る。有効な地域/地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	管理番号
	4N
	9‑12
	O
	このコードは将来使うためにとってある。空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	フィラー
	5AN
	13‑17
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	グループ番号
	2N
	18‑19
	O
	製品の属するｸﾙｰﾌﾟを識別するｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは要請種別コード（第3桁）が0の場合に限り適用できる。
	

	製品/分析ｺｰﾄﾞ
	2AN
	20‑21
	O
	当該製品の種類に対する分析要求を識別するｺｰﾄﾞ。製品/分析ｺｰﾄﾞが提供されない場合、明記されているそのｸﾞﾙｰﾌﾟ番号について、保存された（廃止）製品/分析ｺｰﾄﾞを含めた全ての製品/分析ｺｰﾄﾞが返信される。製品/分析ｺｰﾄﾞが入力される場合、それは18-19桁のｸﾞﾙｰﾌﾟ番号に係わる（製品/分析）ｺｰﾄﾞでなければならない。このｺｰﾄﾞは要請種別コード(第3桁)が0の場合に限り適用できる。
	

	フィラー
	59AN
	22‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子02 (出力)
これはｸﾞﾙｰﾌﾟ番号、ｸﾞﾙｰﾌﾟの説明、及びｸﾞﾙｰﾌﾟ番号が廃止された日付に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。もし、ﾚｺｰﾄﾞの識別子01の要請種別ｺｰﾄﾞが0なら、ﾚｺｰﾄﾞの識別子02,03,及び04が返信される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子02 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に02に等しくなければならない。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
	2N
	3‑4
	M
	そのｸﾞﾙｰﾌﾟ内の製品の種類を識別する（種別）コード。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟの説明
	50N
	5‑54
	M
	当該ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号でｶﾊﾞｰされる製品の種類についての叙述的説明。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟの記録
	6N
	55‑60
	C
	当該ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号が廃止された日付。
	

	フィラー
	20AN
	61‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子03 (出力)
これはｸﾞﾙｰﾌﾟ番号、製品/分析ｺｰﾄﾞ、製品/分析説明、及び製品/分析ｺｰﾄﾞが廃止された

日付に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子03 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に03に等しくなければならない。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
	2N
	3‑4
	M
	製品の属するｸﾙｰﾌﾟを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/分析
ｺｰﾄﾞ
	2AN
	5‑6
	M
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/分析

説明 #1
	50AN
	7‑56
	M
	当該製品に対する分析要求の種類についての叙述的説明。
	

	製品/分析(ｺｰﾄﾞ)保存記録
	6N
	57‑62
	C
	当該製品/分析ｺｰﾄﾞが廃止された日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	フィラー
	18AN
	63‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子04 (出力)
これはその製品/分析説明の続きを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞ
である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子04 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に04に等しくなければならない。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
	2N
	3‑4
	M
	製品の属するｸﾙｰﾌﾟを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/分析
ｺｰﾄﾞ
	2AN
	5‑6
	M
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/分析

説明 #2
	50AN
	7‑56
	M
	当該製品に対する分析要求の種類についての叙述的説明に関するﾚｺｰﾄﾞの識別子03からの続き。
	

	フィラー
	24AN
	57‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子05 (出力)
これは会社名、市、及び州に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力
ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子01の要請種別コードが2の場合、ﾚｺｰﾄﾞの識別子05
から07までが返信される。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子05 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に05に等しくなければならない。
	

	地域/地区/通関地
	5N
	3‑7
	M
	CBP（管轄）の地域/地区/通関地を識別する符号。有効な地域/地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	管理番号
	4N
	8‑11
	C
	このコードは将来使うためにとってある。空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	フィラー
	5AN
	12‑16
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	会社名
	32AN
	17‑48
	M
	公認の民間試験所又は認定検量所
の名称。
	

	市
	21AN
	49‑69
	M
	市にはその会社の所在地の市名を記載する。
	

	州
	2A
	70‑71
	M
	州にはその民間試験所又は認定検量所の所在地を識別する合衆国・郵政公社の州コードを記載する。
	

	フィラー
	9AN
	72‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子06 (出力)
これはその住所と郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力
ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子01の要請種別コードが2の場合、ﾚｺｰﾄﾞの識別子05
から07までが返信される。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子06 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に06に等しくなければならない。
	

	管理番号
	4N
	3‑6
	C
	このコードは将来使うためにとってある。空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	フィラー
	5AN
	7‑11
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	住所 #1
	32AN
	12‑43
	M
	住所 #1には公認の民間試験所又は認定検量所の郵送先住所を記載する。
	

	住所 #2
	32AN
	44‑75
	M
	住所 #2には公認の民間試験所又は認定検量所の前述の住所の続きを記載する。
	

	郵便番号制度
	5N
	76‑80
	M
	郵便番号制度にはその公認の民間試験所又は認定検量所について合衆国郵政公社により割当てられた郵便番号を記載する。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子07 (出力)
これはその民間試験所又は認定検量所が行う分析の種類に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子07 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に07に等しくなければならない。
	

	地域/地区/通関地
	5N
	3‑7
	M
	CBP（管轄）の地域/地区/通関地を識別する符号。有効な地域/地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	管理番号
	4N
	8‑11
	C
	このコードは将来使うためにとってある。空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	フィラー
	5AN
	12‑16
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
	2N
	17‑18
	M
	製品の属するｸﾙｰﾌﾟを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 1
	2AN
	19‑20
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 2
	2AN
	21‑22
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 3
	2AN
	23‑24
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 4
	2AN
	25‑26
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 5
	2AN
	27‑28
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 6
	2AN
	29‑30
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 7
	2AN
	31‑32
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 8
	2AN
	33‑34
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 9
	2AN
	35‑36
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 10
	2AN
	37‑38
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 11
	2AN
	39‑40
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 12
	2AN
	41‑42
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 13
	2AN
	43‑44
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 14
	2AN
	45‑46
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 15
	2AN
	47‑48
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 16
	2AN
	49‑50
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 17
	2AN
	51‑52
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 18
	2AN
	53‑54
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 19
	2AN
	55‑56
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 20
	2AN
	57‑58
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 21
	2AN
	59‑60
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 22
	2AN
	61‑62
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 23
	2AN
	63‑64
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 24
	2AN
	65‑66
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 25
	2AN
	67‑68
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 26
	2AN
	69‑70
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 27
	2AN
	71‑72
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 28
	2AN
	73‑74
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 29
	2AN
	75‑76
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 30
	2AN
	77‑78
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ 31
	2AN
	79‑80
	O
	当該製品に対する分析要求の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子08 (出力)
これはﾚｺｰﾄﾞの識別子01に誤りがある場合のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを提供する任意の民間試験所/検量所出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子08 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に08に等しくなければならない。
	

	要請種別
	1N
	3
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りの要請種別コード。
	

	地域
	1N
	4
	M
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りの地域コード。
	

	地区
	2N
	5‑6
	C
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りの地区コード。
	

	通関地
	2N
	7‑8
	C
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りの通関地コード。
	

	管理番号
	4N
	9‑12
	C
	将来使うためにとってある。
空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋めること。
	

	フィラー
	5AN
	13‑17
	C
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
	2N
	18‑19
	C
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りのｸﾞﾙｰﾌﾟ番号。
	

	製品/ 分析
ｺｰﾄﾞ
	2AN
	20‑21
	C
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子01で報告されている通りの製品/分析ｺｰﾄﾞ。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ
	31AN
	22‑52
	M
	ｴﾗｰ状態を説明する叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	28AN
	53‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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